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西西区区ボ      ボラランンテティィアアししんんぶぶんんのの新新ししいい名名前前  

提 提案案ししまますす!!!!  

『
    

『西西ボボララかかわわららばばんん』』  

                編集委員一同

 

     

    

     

 
133 号で初めて提案した「西区ボランティアしんぶん」の名前の変更について、

10 件余りのご意見が寄せられ、編集委員の活動の励みになりました。  
たくさんのご意見本当にありがとうございます。 

 編集委員で寄せられたご意見を検討した結果、この広報紙がボランティアをし

ている人、ボランティアに関心のある人のより身近な情報となることを目指し、

『西ボラかわらばん』（字体は上記のとおり）がいいのではということになりまし

た。 

しかし、ボランティアみんなの広報紙であることから、今一度皆さまのご意見

を伺った上で、平成 23 年度の広報紙より変更しようということになりました。 

 

 
 
 
 
 
 
 ご意見などありましたら、お気軽にお寄せください。 
 
 
 
 
 
 
              
 
 
 
 
 

 
 

掛け金、補償内容も変更はありません。平成 23 年度のボランティア活動保険は 3 月より受

け付けております。 

 特に個人ボランティア登録をされている方は、今一度ご確認ください。なお任意保険であ

り、強制加入ではありません。安心して活動するひとつの手段としてご検討ください。また、

不明の点等ございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

ボランティア活動保険の更新について 
 平成 22 年度のボランティア活動保険の補償期間は平成 23 年 3 月 31 日です。 

広 島 市 西 区 社 会 福 祉 協 議 会

Tel294-0104 ／ Fax291-7096 

この広報紙のすべての問合せ及び申込 
 
 



 

イベントのお知らせ 

第 2 回ヘアー＆ふれあいファッションショー 

お年を召した方、障がいのある方がもっともっときれいになって、おしゃれをして町にどんどん出かけていけ

るように、そんな願いを込めたショーです。モデルは10代から80代までの方々、それぞれの願いを胸に応募さ

れた皆さんの晴れ姿をご覧ください。 

 
日 程    平成２３年３月２１日（祝・月）     １３：３０ 開演 

   会 場    広島市社会福祉センター２階ホール （中区千田町１－９－４３） 
   定 員    ２００名 
   参加費    ５００円（鑑賞チケット代） 
   主 催    ファッションセラピーの会ヒロシマ 
   ※ 申込・問合せ    広島市ボランティア情報センター     ℡５４４－３３９９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

精神保健福祉ボランティア養成講座 

過日、行われた首記講座の最終日にアンケートをお願いした。その中から受講者の思い（感想）を抜粋し、

下記報告させていただきます。 

○ 具体的なお話が聞けてとてもためになりました。自分の生活の中で活かせると思います。 

○ 専門的な知識を知ることが出来てよかった。支えあう活動の大切さを感じました。 

○ 一番大切なことは、やはり一緒の時間を共有し話を聴くことだと痛感しました。私にとっては第一

歩だと思います。 

○ 地道に長くやっておられる活動の様子を聞き、心温まりました。自分としては考えているものと少

し違っていましたが、ずっと続いていくことを応援させていただきます。 

編集子

「子育て応援ボランティア」養成講座 

母親として育まれ、子どもたちから学ぶ事の方が多くなってきました。そんな時“子育て支援に携わってみ

たい人～”の文章と「ボランティアって何だろう」の文字を目にして、おじいちゃん、おばあちゃんやご近所の方

との関わりや、生活の中で自然と身についていたことだけど・・と思いつつ、現在の支援を必要とする子育て

の環境の変化に興味を持ち、講座に参加しました。 

「地域で見守る子育て支援」についての講演では、実際にテーマと時間枠を設定した技法の演習を行い、

言葉と感情の表現を意識した傾聴の大切な役割を学び、日常会話でも振り返りを楽しみ、お喋り前後の意味

付けについて考える機会を与えて頂きました。 

ボランティアの活動を知り、オープンスペースを利用した子育ての交流が行われているネットワークも、より

身近な存在となり“ニコニコ（笑顔）の毎日を過ごしたい”と改めて感じることが出来た講座内容でした。 

― いくえー 
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